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1．はじめに

徳島大学サポート系サークル「学びサポート企

画部」は、「大学生の日々の学習における躓きに

対して、学習支援を行うとともに、学習をするた

めに必要な基本知識・技能を習得する機会を創る

ことで、大学生の学習スタイルの向上、改善を行

う」という理念のもと、学生 8 名と図書館職員 

2名、教員 2 名で活動している（2025 年 11 月

現在）。主な活動は、学習相談 Study Support 

Space（以下、SSS）の企画、運営であり、徳島大

学生の学習に関する相談に対応することに加え

て、相談に対応する教員や大学院生にとっても有

意義な取組であることが示されている 1)。また、

学びサポート企画部は、学生と教職員による交流

を通した学びの場を創造するイベントを図書館

等で企画・開催している。 

本発表では、2025年度に新たに実施した「情報

検索 RTA（以下、RTA）」を紹介するとともに、SSS

及び 2024 年度の「討論会をしよう」2)、2025 年

度の「新入生お悩み相談会」、「レポートの書き方

講座」、「RTA」の各イベントの現状や成果等をもと

に、企画運営の中心となった 2 年生 3 名が話し合

いながら省察し、学びサポート企画部の意義につ

いて、議論を行った結果を報告する。 

2．情報検索 RTA 

RTAは、学生が図書館を活用して自ら情報を探

し出し、正確に理解・活用する力を養うとともに、

他学部の学生との交流を促し、さまざまな分野へ

の関心や学びの広がりを生み出すことを主な目

的としている。2025年 8 月 6日に、開催し、常三

島地区の生物資源産業学部、総合科学部、理工学

部の三つの学部から 1年生 3名が参加した。 

RTAは、学生が与えられたお題（設問）に対し

て、答え本の中から探し出す速さと正確さを競う

知的イベントである。まず、参加者は用意されて

ある「言語学、哲学、美術、社会学、化学、生化

学、英語、世界遺産」など多岐にわたる分野のお

題カード（図 1）から好きな分野のカードを選び、

そこに書かれた空欄問題に自分の知識だけで挑

戦する。わからない場合は、図書館の蔵書検索シ

ステム（OPAC）を用いて関連する本を探し、実際

にその本を開いて答えの根拠を見つける。内容を

理解しながら空欄を埋め、スタッフに答えを確認

してもらい、正解すれば次のお題に進むという流

れを繰り返す。この一連の手順を通して、より多

くの“お題”に取り組めた人を表彰した。 

RTA終了後にイベントへの参加を通して身にい

た力を問う設問（4件法）では、「図書の探し方」

は、全員が身についたと回答し、「チームワーク 

図 1 お題カードの例 

図 2 イベント実施風景 
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力」は、2 名が身についた、1 名は少し身につい

たと回答した。「文献を読む力」、「要点をつかむ

力」については回答にばらつきがみられた。これ

は、実際に本を探して読み解くという体験を通し

て、学生が情報探索力や読解力を自然に伸ばすこ

とができたことを示している。 

3．学びサポート企画部の意義 

次に、企画運営の中心となった 2 年生 3 名が、

SSS及び 4つのイベントについて、共通する目的

を整理し、成果等を考察することで、次の 4つの

意義を見出した（図 3）。 

1 つ目は「大学生の大学生活を支援すること」

である。これは、新入生のお悩み相談会における、

大学生活を円滑にスタートできるように履修を

含む様々な相談に応えることであり、レポートの

書き方講座では、大学の学習に必要なレポート作

成の基本的な知識を提供することが当てはまる。 

2 つ目は「学生の能力を伸ばすこと」である。

これは、討論会の目的の 1つである、考えをまと

めるための言語能力を伸ばすことや、SSS におけ

る、具体的な質問対応から、将来の進路や大学院

での研究の話、英語の資格取得に向けた学習支援

などが当てはまる。 

3つ目は「コミュニケーションの機会を提供す

ること」である。特に新入生は、人間関係づくり

に不安を抱える人が多いため、その機会を提供す

ることを目的としてお悩み相談会を開催し、RTA

では、ゲームを通してチームワークを高めること

を目的としていた点が当てはまる。 

4 つ目は「先生とのつながりを構築すること」

である。SSSにおける雑談を含む幅広い内容の相

談対応に加え、各イベントでは教員をゲストに招

待し、交流や意見交換をする機会を設定していた。 

図 3 企画運営の中心となった 3名による省察 

これは学びサポート企画部が企画してきたすべ

てのイベントに共通している方針である。 

これらの結果から、学びサポート企画部の意義

は、「大学生の学び」をテーマとした活動を通じ

て、学習支援と大学生の視野を拡げるお手伝いを

することであると考える。これらの裏付けとして、

各イベントにおける参加者アンケートの記述か

ら次のような回答が得られている。レポートの書

き方講座では、「レポートの書き方の注意点がわ

かった」、「言葉の使い方や因果関係についての話

が知れて良かった」という意見が挙がっており、

RTAからは「図書館に親近感が持てた」、「いろい

ろな分野に興味を持てた」という意見が挙がって

いる。このように、企画するイベントの効果が示

されている一方で、レポート書き方講座では「オ

ンラインで実施してほしい」、「広告や場所がわか

りにくい」などの意見もあり、学びサポート企画

部の活動の効果は、大学全体からみれば限定的で

あるという課題もあることも分かる。 

4.まとめ

今回の議論において、学びサポート企画部は 4

つの意義を有していることが明らかになった。し

かし、イベントごとの広報力を強化することに加

え、学びサポート企画部やその活動の認知度を高

める必要があると考える。例えば、レポートの書

き方講座やお悩み相談会は、新入生にとってニー

ズが高い企画であることから、毎年恒例のイベン

トにすることも考えられる。また、RTAなどのよ

うに、参加者が楽しみながら新しい知識を得るこ

とができ、図書館の利用促進にもつながることか

ら、定期的に開催する意義があると考える。 
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